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研究成果の概要（和文）：　本研究は、生成文法の最新の展開を理論的基盤とした人間言語の生物言語学的研究を推進
し、言語の設計・発達・進化についての新たな知見を提供した。
　設計に関しては、基本統語演算操作MergeとSearchの形式的特性およびその神経基盤を明らかにした。発達に関して
は、第一・第二言語獲得におけるパラメータ設定と脳機能の関係を発見した。またブローカ野内BA44とBA45のMergeに
関する選択的機能を明らかにした。進化に関しては、生物哲学的考察と考古学的証拠に基づき統語の運動制御起源説と
言語の早期発現説を提起した。また格や一致といった統語現象の言語の外在化に影響する文化進化的特性を明らかにし
た。

研究成果の概要（英文）：  This research project has conducted biolinguistic studies of human language on t
he basis of the latest development of generative grammar and provided new insights into the Design, Develo
pment and Evolution of language.
  (I) Design: Formal properties of the fundamental syntactic computational operations Merge and Search, to
gether with their neural substrates, have been identified.  (II) Development: Correlations between paramet
er setting in first/second language acquisition and brain functions have been discovered.  Selective funct
ions of BA44/45 in Broca's area with respect to Merge have been elucidated.  (III) Evolution: On the basis
 of philosophical considerations of biology and archaeological evidence, a theory of the motor control ori
gin of syntax and a theory of earlier emergence of human language have been proposed. The cultural evoluti
onary nature of certain syntactic phenomena including Case and agreement has been clarified in relation to
 their effects on externalization.
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様	
 式	
 Ｃ‐１９、Ｆ‐１９、Ｚ‐１９（共通）	
 

１．研究開始当初の背景 
(1)	
 近年のミニマリスト・プログラムの発展
によって人間の言語能力やその生物学的基
盤である普遍文法の理解が飛躍的に進み、生
成文法は当初からの目的である「生物学的能
力としての言語の研究を通した人間の理解」
「人間生物学」の実現に大きく近づいた。こ
れを背景にして、海外では生物言語学の研究
も急速な展開を見せている。しかしながら、
日本国内ではこの部分における遅れが目立
ち、生物言語学に本格的に取り組む研究者や
研究組織はほぼ皆無であった。本研究はこの
ような状況を早急に改善する必要があると
いう認識に立ち、わが国における初の生物言
語学プロジェクトとして、この分野の先導的
な役割を果たすべく着想されたものである。 
 
(2)	
 生物言語学は学際性の高い研究領域で
あり、理論言語学や生成文法のみがこれを構
成しているわけでは当然ない。しかしその中
にあって、生成文法は、言語現象の精緻な分
析と言語能力の優れたモデル化を通じて、他
分野の研究者に対しても生物言語学の理論
的基盤を提供し、説明の対象を明示化すると
いう重要な役割を担っている。本研究もこの
理由から、理論的枠組みを生成文法に統一し、
この立場からの生物言語学研究（生成生物言
語学）を推進することで、生成文法と生物言
語学の双方に新たな知見と発展をもたらす
べく計画された。 
 
２．研究の目的 
(1)	
 言語を人類固有の生物学的形質である
と理解するなら、言語に対しても他の生物学
的形質の場合と同じ問題設定が可能かつ必
要になる。すなわち、(A) 設計、(B) 発達、
(C) 進化である。設計は、言語がどのような
仕組みを備えた能力であり、どのように働く
のかという問題であり、発達はこの特定の能
力が各個人においてどのように発生するの
か（個体発生、言語獲得）の問題、進化はこ
の能力が最初、ヒト種においてどのように発
生したのか、より正確には言語を持つ新しい
生物種がどのようにして生まれたのか（生物
進化）と、その後の歴史的経緯の中でこの能
力がどのように変化・複雑化・多様化してき
たか（文化進化）の問題である（起源と進化、
系統発生）。 
 
(2)	
 これまでの生成文法研究は、主に設計と
発達の問題を中心にして展開され、重要な成
果を多数蓄積してきたが、これに新たに進化
の問題を加え、設計・発達と合わせて考究す
ることによって、生成文法と生物言語学ある
いは進化言語学の双方にさらなる進展をも
たらすことが期待できる。本研究はこの基本
的な指針の下、言語の設計・発達・進化の研
究を生成生物言語学に基づいて同時並行
的・統合的に推進することを主たる目的とし
た。 

	
 言語の起源・進化の問題は生成文法を含む
理論言語学においては長きに渡って等閑視
されてきたテーマであるが、現在では、多数
の関連領域による学際的な研究が盛んにな
っており、その中で生成文法はその理論的基
盤を提供するものとして大きな役割を果た
すようになった。これを受け、本研究でも進
化を主軸とした人間言語の学際的研究を行
い、生成生物言語学に基づく人間の心・脳、
思考、認知の根本的理解に迫ることとした。 
 
(3)	
 さらに、本研究はわが国において立ち遅
れが目立つ生物言語学を対象とするわが国
初の組織的な研究プロジェクトであり、生物
言語学の今後の発展を見据えた研究拠点<日
本生物言語学プロジェクト>の形成という意
義も併せ持つ。このプロジェクトを通じて、
海外の生物言語学研究組織との連携を進め、
わが国の生成文法および生物言語学の進展
に貢献することも、同じく重要な目的であっ
た。 
 
３．研究の方法 
(1)	
 上記の目標を確実かつ効率的に達成す
るため、本研究内に、設計・発達・進化のそ
れぞれを専門的に扱う３つの研究チームを
編成した。各チームにはチームリーダーを置
き、チームリーダーの指揮の下で、チーム内
の共同研究と個人研究を推進し、かつ研究代
表者とチームリーダーの合同指揮の下で、本
研究全体の共同研究を推進することとした。
段階的な年次計画を立て、初年度である 23
年度は個人研究を中心に行い、24年度はチー
ム内共同研究を、そして最終年度である 25
年度は全体的な共同研究を、それぞれ行うこ
ととした。 
 
(2)	
 言語は単一の機能ではなく、構造・意
味・音声のそれぞれに関わる少なくとも３つ
の自律的モジュールからなる複合的機能で
ある。ミニマリスト・プログラムの知見では、
これらのうち、構造に関わる統語演算システ
ムのみが真に人間固有の部分であり、またこ
の統語演算は集合を形成する回帰的な最小
演算操作 Merge（併合）のみをその成員とす
るとされており、これが進化的にも発達的に
も注目すべき仮説となっている。これに加え、
語彙知識、特に統語演算に関与する形式素性、
さらに統語演算と概念・意図システムならび
に感覚・運動システムとのインターフェイス
も人間言語の大きな特徴である。そこで本研
究でも、主にこれらの３点が言語設計の核心
に迫る鍵であると考え、設計・発達・進化の
観点からその実体を明らかにして言語や認
知の本質解明に迫っていくこととした。 
 
(3)	
 具体的には、設計研究チームは最新ミニ
マリスト統語論をさらに洗練させながら、多
様な統語現象の理論的分析を通じて回帰的
Merge や素性一致のメカニズム、インターフ



ェイスの成立様式に関する明示的モデルを
提案することとした。発達研究チームは、幼
児の初期言語発達に関する先端的研究と、脳
神経科学の最新テクノロジーを援用した独
自の調査・実験に基づいて、これらのメカニ
ズムが初期文法においてどのように発現し、
語彙知識と統語知識がどう相関するかを解
明することとした。また進化研究チームは、
これらの成果を最大限に活用しながら、ヒト
進化におけるプロト言語から完全な人間言
語への推移様態、特に回帰的統語演算能力の
創発の経緯とその前駆体となる一般認知能
力、さらに生物進化と文化進化の相関につい
て進化生物学や進化言語学の最新の知見も
取り入れながら明らかにすることとした。 
	
 これらの成果をまとめ上げて、言語の設
計・発達・進化に関する総合的知見を構築す
ることとした。 
	
 
４．研究成果	
 
(1)	
 23 年度は各研究チーム内における個人
研究を中心に活動を展開し、次のような成果
をあげることができた。 
 
①	
 設計研究チームでは、演算操作 Mergeの
諸特性を、内心性、投射、合成性、自己埋め
込み等との関連において精密に考察し、(i)述
語̶項構造、θ構造、選択等の深層構造特性
と外的併合、(ii)演算子構造、談話構造等の表
層構造特性と内的併合、それぞれの緊密な関
係を一般化して示した。これを説明するため、
素性分布の「対称性」の概念に基づいて、「言
語計算は統辞体の対称性を目指して駆動さ
れる」という仮説を提案した。 
 
②	
 発達研究チーム内では、まず母語獲得に
関して、CHILDES コーパスを用いて主語は
最初期から動詞句内に基底生成されること
を示した。第二言語獲得においても構造依存
性が機能していることを、脳科学的証拠に基
づいて示した。脳機能イメージングに基づき、
ブローカ野のうち弁蓋部(BA44)が領域横断
的な階層構造の処理を司る一方、三角部
(BA45)が言語に特定的な内心構造を伴う統
語構造の処理を行う部位であることを指摘
した。さらに数量詞のWh依存関係の処理に
対する「干渉効果」を明らかにして、Wh 句
と数量詞が部分的に類似する形で作業記憶
中に記録されていることを示唆した。 
 
③	
 進化研究チーム内では、言語の生物学的
および文化的進化について研究を進めると
ともに、生物言語学・進化言語学の科学哲学
的側面や方法論上の特性についても考察を
加えた。まず認知考古学的証拠に基づき、石
器作製等に見られる行動文法の併合の前駆
体としての位置づけを強固にし、UG の出現
年代を従来よりも早い 13~15 万年前とする
仮説を提示した。また英語の二重目的語構文
の発達に注目して、その進化メカニズムを論

じた。方法論的考察としては、反証主義と妥
当性の基準が言語進化研究にとって共に有
効であることを示し、これらを勘案した比較
研究の重要性を明らかにした。 
 
(2)	
 24 年度は各研究チーム単位での研究を
推進し、次のような成果をあげることができ
た。  
 
①	
 設計研究チームでは、Merge に基づく統
語演算の本質を追究し、Merge と Label との
関係、また Merge とは異なる操作である
Search を Merge+言語固有でない操作αとし
て再分析する可能性について検討した。同時
に、これらの演算操作の神経科学的基盤を
fMRIを用いた実験によって調べ、Mergeは直
接的かつ選択的に左第 3 前頭回(弁蓋部およ
び三角部)の活動を引き起こし、左縁上回の活
動は Merge と Search の複合によって変化す
ることを明らかにした。 
 
②	
 発達研究チームでは、日本語のかき混ぜ
現象に関する発達研究から、かき混ぜに関わ
るパラメータの必要性を明らかにした。また
第二言語獲得に際してパラメータ設定が他
者との相互作用において脳機能にどう影響
するかについても研究を進めた。また前年度
の、ブローカ野のうち弁蓋部 (BA 44)が領域
横断的な階層構造の処理を司る一方、三角部
(BA45)が言語に特定的な内心構造を伴う統
語構造の処理を行う部位であるとする研究
成果にさらに検証を加えた。 
 
③	
 進化研究チームでは、「統語演算能力の
運動制御起源説」を人類考古学的考察により
さらに裏付けるとともに、「言語早期発現説」
について考古学的証拠と遺伝子理論の整合
性を考慮しながら検討した。また、言語の外
在化を言語の小進化と捉え、言語の通時的変
化と多様性をその結果と位置付けて、広い意
味での統語現象(格や数・人称の一致、移動現
象等)も言語の外在化に含まれると考え、内在
化(思考言語)の形成との対比において研究を
進めた。さらに MPの生物哲学的側面の特性
と問題的を、動物行動学との比較に基づいて
明らかにし、より整合性のある言語進化研究
の方法論を検討した。 
 
(3)	
 最終年度にあたる 25 年度も、前年度に
引き続き、各チーム内およびプロジェクト全
体の共同研究を推進し、統語演算系を中心と
する言語能力の根幹について、その設計・発
達・進化を多角的に検討した。 
 
①	
 設計研究チームは、言語の基本演算の詳
細な研究を行い、最も基本的な演算である
Merge の他に、諸々の演算を統合する Search
（探索）とその基本特性を同定した。また、
言語とは独立の一般認知機構からこの演算
を捉える可能性と、併合演算が拡張されたも



のとして特徴付ける可能性の両方を探究し
た。さらに、終端記号連鎖の背後にある階層
構造の構築に関わる演算自体の脳科学的基
盤を探る実験デザインを考案して、その実施
に着手した。 
 
②	
 発達研究チームは、言語の構造依存性が、
観察し得る最初期から幼児の言語知識に見
られることを、自然発話コーパス及び心理実
験を用いて明らかにした。また、時間軸を考
慮した言語処理研究を行い、類似の言語素性
が複数存在すると、言語処理を行う際に短期
記憶の負荷が増大することを明らかにした。
さらに、言語獲得のパラメータ設定において、
社会性が重要な役割を果たすことを脳科学
から明らかにした。 
 
③	
 進化研究チームは、人間言語の創発に関
する併合唯一説を、その起源とインターフェ
イス・語彙形成に関する仮説と共にさらに推
し進め、その創発時期についても、最近の考
古学、遺伝学等を含む幅広い学際的研究に基
づいて早期発現仮説を練り上げた。一方、文
化進化の視点からの動的モデルとして、思考
言語と伝達言語という２つのレベルを想定
し、言語の通時的進化研究の可能性を追求し
た。また、間投詞の生物言語学的視点からの
語用論的分析により、併合の形式的性質や言
語機能の因果的メカニズム等についての含
意が得られることを示した。 
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